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1. はじめに 

平成 14 年 3 月に道路橋示方書・同解説１）が改定さ

れ，耐久性設計の目標期間を 100 年と想定した塩害対

策が規定された．このような背景の中，筆者らはエポ

キシ樹脂被覆 PC 鋼より線を使用した高耐久性プレテ

ンション PC 桁（以下 EPC 桁）の実用化に関する研究

を行ってきた２）．PCI のエポキシ樹脂ストランドに関

するガイドライン３）によると，EPC 桁製作の注意事項

としてプレストレス導入時のコンクリート中の温度を

66℃以下とし，高温によるエポキシ樹脂の軟化に伴う

付着性能の低下を避ける事としている.  
文献２）では，プレストレス導入時期を上記ガイド

ライに従い製作したEPC桁の耐荷性能を従来のPC桁

（以下 PC 桁）と比較し，同等の耐荷性能を有するこ

とを確認した．しかし，プレテンション工法が PC 鋼

材とコンクリートの付着によりプレストレスを導入す

る工法であることから，EPC 桁の実用化の課題として，

その付着に必要な長さ（定着長）の確認が残されてい

た．そこで本研究では，温度管理のもと製作した EPC
桁の定着長の確認と耐荷性能の検討を改めて行った．

ここでは，EPC 桁と同時に製作した PC 桁を対象に，

これらの性状の検討を行っている． 
2. 実験概要 

 定着長を確認するために，図-1 に示した 4m の桁を

製作し，埋込型ひずみ計(（株）東京測器研究所，KM-100，
及び PMFL-60)を用いてプレストレス導入時のコンク

リートひずみを直接測定した．ここでは，コンクリー

トの測定ひずみ分布より定着長を確認した．ひずみ計

の設置位置は図−１の通りである．また，コンクリート

中の温度管理のために熱電対（T 型）を同図に示す位

置に設置した．曲げ試験は，JIS A5363 に基づき行っ

た．なお，本試験桁の主な使用材料の特性は，コンク

リートの設計基準強度，プレストレス導入時の圧縮強

度は各々，50N/mm2，35N/mm2である．PC 鋼材とし

ては，普通 PC 鋼より線(JIS G3556-1990, 1S15.2B, 
SWPR7B)とエポキシ樹脂被覆 PC 鋼より線(基本外径

16.4mm,基本膜厚 600μm)を用いている． 
3. 実験結果 

 図-2 にプレストレス導入により生じたコンクリート

のひずみ（KM-100 及び PMFL-60）の変化量分布を示

す．図より，両桁とも桁端から 1000mm 程度(定着は

公称直径の 65 倍：65φ)１）の範囲でひずみが変化し，

 

 
□：KM-100(3 ヵ所) ▲：PMFL-60(10 カ所) ○：熱電対（3 カ所） 

図-1 試験桁の諸元とひずみ計および熱電対の設置位置 
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それ以降の範囲でほぼ一定値を示していることが確認

できる．エポキシ樹脂被覆 PC 鋼より線は，普通 PC
より線と比較してひずみの変化域で直線的分布となっ

ているが，定着長は十分満足しているものと判断でき

る． 
  次に曲げ試験の結果を示す．試験では，スパン中央

のたわみと中央上下面の軸方向ひずみ（（株）東京測器

研究所，PL-60-11，3 枚ずつ）を測定した．図-3 は荷

重とひずみの関係を示している．はりの上面（圧縮域）

のひずみは，両桁とも大きなばらつきが見られた．こ

れは試験桁に設計計算において過度なプレストレスが

導入され，曲げ試験前から上面に複数のひび割れが生

じていたことが原因である．そこで，圧縮域で得られ

た値に信頼性がないものと判断し，今回は特に考察し

ないことにする．しかし，桁下面(引張域)のひずみは，

設計ひび割れ荷重（EPC:699.4kN，PC:718.0kN）ま

で直線性が保持されており，ほぼ同等であることが確

認できる．なお，実測ひび割れ荷重(EPC:790kN，

PC:725kN)は，両桁とも設計ひび割れ荷重を超えてい

る．また，図-4 に荷重と桁中央のたわみの関係を示す．

両桁とも桁上面のひび割れの影響を受け，荷重 400kN
付近まで非線形性を示しているが，それ以降は，実測

ひび割れ発生荷重まで直線性を保持し，ほぼ同等な値

を示していることがわかる． 
 以上のことから，EPC 桁においてもプレストレス導

入時の温度管理のもと製作することで，プレストレス

導入時の定着長を十分満足し，PC 桁と同等な耐荷性能

を保有していることが確認できた． 
4. まとめ 

 本研究では，エポキシ樹脂被覆 PC 鋼より線を使用

した高耐久性プレテンション PC 桁の開発を行ってい

る．本稿では，プレストレス導入時の定着長と耐荷性

能の確認を行った．以下に今回得られた知見を示す． 
1) EPC 桁製作において温度管理を行うことでプレス

トレス定着長を十分満足することが確認できた． 
2) EPC 桁は，PC 桁と同等な耐荷性能を有する． 
3) EPC 桁は，被覆材が高度の遮塩性を有することから，

従来のPC桁に比べ耐久性性能の維持が期待できる． 
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図-4 荷重—たわみ曲線 
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図-2 ひずみ分布(N:普通，E:エポキシ) 
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